
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年４月２３日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 頭頸部悪性腫瘍の大部分を占める扁平上皮癌において、リンパ節転移存在の予後への影響は

大きく、また、転移リンパ節が被膜外浸潤を伴えば、さらに予後が悪くなると報告されている。

そこで、MRI を用いた被膜外浸潤の検出能について検討を行ったところ、脂肪抑制 T2 強調像が

診断に有用であることがわかった。転移リンパ節周囲にみられる脂肪抑制 T2 強調像における高

信号域は病理組織学的にはリンパ浮腫を反映すると考えられる。 
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１．研究開始当初の背景 
 頭頸部悪性腫瘍の大部分を占める扁平上

皮癌において、リンパ節転移存在の予後への

影響は大きく、頸部リンパ節の画像評価は非

常に重要である。そこで、癌原発巣から所属

リンパ節への解剖学的リンパ路を MR 上で描

出することにより、リンパ行性転移経路の予

測を行うこと、また転移前後でのリンパ管の

変化をMRI で捉えることにより微小転移を検

出することに着目した。  

２．研究の目的 
 転移リンパ節が被膜外浸潤を伴えば、手術

後の再発率が高く、さらに予後が悪くなると

報告されている。そこで、MRI を用いた被膜

外浸潤の検出能について検討を行った。 
３．研究の方法 
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対象は頸部郭清術によりリンパ節を摘

出し、リンパ節転移が組織学的に確認さ

れた頭頸部癌患者である。摘出された転

移リンパ節を、組織学的に被膜外浸潤あ

りと、被膜外浸潤なしに分け、各リンパ

節のMRIにおける1）水平断像におけるリ

ンパ節の短径、2）T1強調像におけるリ

ンパ節周囲の脂肪層の消失、3）脂肪抑

制T2強調像におけるリンパ節周囲の高

信号域、4）造影T1強調像におけるリン

パ節辺縁の不整、各所見について検討、

その後、各所見を診断基準としたときの

被膜外浸潤の診断能についてロジステ

ィック解析を用いて検討した。 

４．研究成果 

 単変量ロジスティック解析では、1）～

4）の全ての所見が被膜外浸潤の診断に

有意であることがわかったが、多変量ロ

ジスティック解析では、1）3）4）は有

意であるが、2）T1強調像におけるリン

パ節周囲の脂肪層の消失については、有

意ではなかった。そこで、1）、3）、4）

をそれぞれ診断基準としたときの

Sensitivity、Specificityを求めたとこ

ろ、1）水平断像におけるリンパ節の短

径（cutoff point = 16 mm）では、それ

ぞれ、80％、85％、3）脂肪抑制T2強調

像におけるリンパ節周囲の高信号域で

は77％、93％、4）造影T1強調像におけ

るリンパ節辺縁の不整では65％、99％で

あった。 

 以上より、脂肪抑制 T2 強調像と造影

T1 強調像が転移リンパ節の被膜外浸潤

の診断に有用であることが示唆された。

さらに、病理組織所見および手術所見か

ら、脂肪抑制 T2 強調像における高信号

域は、被膜外浸潤を起こしたリンパ節周

囲に引き起こされるリンパ浮腫を、造影

T1 強調像におけるリンパ節の辺縁不整

はリンパ節被膜の断裂を反映している

と推測される。 

 以上を論文にまとめて投稿、AJNR Am J 

Neuroradiol 29, 1355-59,2008 に掲載さ

れた。 

 

Fig. 1 被膜外浸潤を伴うリンパ節(LN)の周

囲（矢印）に高信号域を認める。 
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